
◆発祥はニュージーランド

・ニュージーランド観光局(TNZ)は、2001年に策定した「ニュージーランド観光戦略2010」に基づき、観光産業のブランド力強化を

図るため、 観光産業全般をカバーする品質認証制度の導入を検討

・TNZは、2001年にクォールマーク・ニュージーランド・リミテッド(出資率：国60%、ニュージーランド自動車協会40%)を設立し

1993年からニュージーランド自動車協会の基準により実施してきた品質認証制度「にクォールマーク(Qualmark)を継承

◆2009年 中部圏社会経済研究所にてクォールマークをお手本に日本独自の「観光品質基準」を策定・公開

・同研究所のミッションは、広域中部圏に関する総合的・中立的な調査研究、および先導的プロジェクトへの関与を通じた

イノベーションへの貢献

・2010年、高山、伊勢志摩の7宿泊施設に適用して実証研究（非公開）

・2011年、雪国観光圏での適用。外国人が安心して旅行するための環境整備のための必須項目として導入

・その後、「日本旅館編」改定、「ホテル編」「民宿・ペンション編」策定と、改良を続ける

◆2016年 一般社団法人観光品質認証協会に、SAKURA QUALITYブランドを移譲

・より実績があり、実行力のある同社団法人にブランド移譲。同時に、品質基準の見直しに着手

◆2018年4月 新生SAKURA QUALITYを発表、全国の13観光圏と共同プロジェクトをスタート
（現在提携している観光圏およびDMO等は約30団体弱まで拡大）

サクラクオリティとは



共同プロジェクト

一般社団法人観光品質認証協会
全国の観光圏・広域ＤＭＯ・
地域ＤＭＯ・その他観光団体等

サクラクオリティ

日本で唯一標準化された、ホテルや旅館等の宿泊施設を中心とした観光品質認証制度の名称です。

世界中の旅行者に、質の高い日本の観光サービスに関する情報提供を行い、安心で快適な旅行を楽しんでいただく

ために、申請のあった宿泊施設などの観光サービスなどの品質を第三者が評価し、その品質の高さを認証する仕組みです。

旅行者が必要とする質の高い観光サービスに関する情報を情報発信することにより、旅行者にとってサービス選択の幅が広

がるだけでなく、サービスを提供する事業者にとっても、サービスレベルの維持・向上のツールとして活用できます。

なぜ共同プロジェクトなのか

サクラクオリティの理念の1つに「地域との連携重視」とあります。

宿泊施設は観光地域と旅行者とつなぐ要のポジション。

宿泊施設が安心・安全であれば、旅行者にとっては安心で快適な滞在型旅行が可能となります。

宿泊施設を拠点とした周遊滞在型旅行の面的実現による地域経済活性化を目指して、観光品質認証協会は、DMO

（観光庁登録の観光地域づくり法人）等地域の観光振興団体と共同で、サクラクオリティの普及および認知拡大に取り

組んでいます。



お客様

地域
宿泊

事業者

➢ 自分の期待にあった宿泊施設を見つけやすい

➢ 安心して旅行することができる

➢ エリアを越えて旅行する際の目安になる

➢ 客観的に自社の品質をチェックする事ができる

➢ お客様期待値とのミスマッチの解消

➢ SDGs意識の高いインバウンドの受け入れに有効

➢ スタッフの目標意識・モチベーション・一体感の醸成

➢ 評価結果が第三者機関から公表されることにより効

果的・効率的に情報発信できる

➢ 地域全体での受け入れ品質を示すことができる

➢ 大型コンベンションの誘致がしやすくなる

➢ インバウンドの受け入れ体制の整備・観光サービス基

準の底上げができる

➢ 他地域との差別化ツールとして活用できる

導入のメリット



サクラクオリティの基準と仕組み

サクラクオリティは1サクラ、2サクラ、2.5サクラ、3サクラの4段階に分けられる「フェーズⅠ」と
3.5サクラ、4サクラ、5サクラの3段階に分けられる[「フェーズⅡ」があります。

【フェーズⅡ】
フェーズⅠ調査で3サクラ以上の
認証可能性があると判断された
施設ででフェーズⅡ調査を希望す
る施設いついて覆面調査を実施

費用：275,000円(税込)
有効期間：2年

※6ヶ月毎の自己診断シート提 
出により更新無料

【フェーズⅠ】
認証を希望する施設に対して、
施設設備、サービス品質、安全
管理、外国人対応などの簡易調
査をDMO調査員とともに実施

費用：27,500円(税込)
有効期間：2年



• ホテルJALシティ富山(富山県)

• 加賀百万石(石川県)

• あわら温泉 美松(福井県)

• 上高地帝国ホテル(長野県)

• 水明館(岐阜県)

• ホテルアソシア静岡(静岡県)

• 源氏香(愛知県)

• オークラアクトシティホテル浜松(浜松市)

• JRゲートタワーホテル(名古屋市) 他

2023年3月8日現在
（掲載承認された施設のみ）

サクラクオリティ導入施設

【導入された施設様の感想】

➢ サクラクオリティは「健康診断」のようなものだと思います。長年施設の運営を続けていると、目の前のことに忙しくて毎回同じことをしていてもどこか抜け

ていることがあると思います。大きな抜けではなくても、その積み重ねですよね。自分たちの施設の価値を人に評価してもらうのは大きいです。

➢ スタッフが、各自グループに分かれてそれぞれが責任を持って、『ここはこうしよう、次はああしよう』と新たな目標を持ってくれるようになりました。

➢ リピーターのお客様のご利用が徐々に増えています。

➢ 本当に勉強になりました。いろんな課題を、お客様目線で気づかせてくれて、私だけではなくスタッフにも課題点が共有できるのが良い点だと思いました。

【中央日本エリアの主な導入施設】

※中央日本エリア：富山・石川・福井・長野・岐阜
静岡・愛知・三重・滋賀

※全ての導入施設名(公表同意)は観光品質認証
協会のサイトで確認できます。
https://www.sakuraquality.com/facilities

• 斎王の宮(三重県)

• 琵琶湖ホテル(滋賀県) 他

【中央日本エリアの主な導入施設】



サクラクオリティに+で取得

Heartwarming Practice A Clean Practice An ESG Practice

バリアフリーの取組も特化した認証 感染症拡大防止対策を含む
安全管理プログラム

国際的に求めれるSDGsの取組を
実践する宿泊施設として認証

GSTC
承認による基準

費用：4,000円
有効期間：サクラクオリティに準ずる

費用：0円
有効期間：サクラクオリティに準ずる

費用：400,000円
有効期間：サクラクオリティフェーズⅠに準ずる

＜GSTCに承認されたという事とは？＞

GSTC（世界持続可能観光協議会）は世界的な旅行および観光分野における観光産業界の専門家や政府機関のための持続可能な
開発の基準を定め管理する国際非営利団体です。
その団体に認証された「An ESG Practice」は国際規格という位置づけになります。

簡単に言うと、、、、

世界に対して「うちはサステナビリティへの取り組みをちゃんとやってます。単に言ってるだけ
じゃなくて、国際規格の基準に合わせて実施しています！」という宣言になるという事です。

＜An ESG Practiceを取得するメリットは？＞

◆全国で唯一GSTCより認証をうけた日本の基準。（※GSTC承認：Green Key(デンマーク)とAn ESG Practiceの2つのみ）
◆GSTCのホームページにサクラクオリティ「An ESG Practice」制度掲載。サクラクオリティの認知拡大。

◆海外の富裕層はGSTC認証取得の施設に宿泊を希望する為集客UPを狙える。

◆世界中のOTA(オンライン旅行予約サイト)に共有される。

◆MICE誘致の際、 GSTC認証をとった宿泊施設があると有利。

◆SDGsの取組方法がわかる。



「An ESG Practice」 チェック項目について

項 目 全172項目

環 境 関 連 117 項目 

社 会 関 連 7 項目

ビジネス関連 38 項目

評価カテゴリー Sakura Quality An ESG Practice 評価カテゴリーの表示意味

５御衣黄ザクラ Leaders

４御衣黄ザクラ Regenerative

３御衣黄ザクラ Restorative

２御衣黄ザクラ Excellent

１御衣黄ザクラ Practicing

基本マーク

・ SDGs の17のゴールに基づいた 172 項目で構成され、チェックは当機構ではない別団体が担うこととなります。

・ チェック項目調査の前段に、サクラクオリティフェーズⅠの品質調査が必要です。

・ 各施設はチェックシートの回答や、調査員による現地視察を経て評価されます。

・ 「An ESG Practice」では緑色のサクラが認証マークとなり、最高は5御衣黄ザクラとなります。

・ 「An ESG Practice」のチェックシートは観光品質認証協会のホームページからダウンロード可。

※チェックシートにはパスワードがかかっておりますので、ご希望の方は横井までお問合せください。



GSTCのホームページで「An ESG Practice」制度が紹介されました



※エコ認定（英語のサイトではeco certified）と表示される事は、国連がか
かげるSDGsに取り組んでいる事の証となります。
これは国連が基準を承認した制度でISOと同じ効力があります。





UNEP、UNWTO、レインフォレストアライアンス、国連基金
がリードを取り、32のパートナー団体と連携しGSTCを設立。

GSTC
（世界持続可能観光協議会）

環境編 施設編

観光庁主導で調査項目を整えた日本版が
「JSTS-D」
地方自治体や観光地域づくり法人(DMO)向け

＜宿泊施設＞
観光品質認証協会で調査項目を作
成し調査実施。

GSTC発足以前から世界では、すでに特定の地域で独自に開発されたものなど、多数の持続可能な観光基準 やエコラベ
ル等が存在しており、何が正しいものなのかわからない状態でした。そのような混乱を避けるため、、、

そもそもGSTC (世界持続可能観光協議会)とは、、

UNEP
(国際連合環境計画)

UNWTO
(国連世界観光機関)

レインフォレストア
ライアンス

国連基金

GSTC（非営利団体）

目的：持続可能な観光の推進と持続可能な観光の国際基準を作ること
目標：民間および公共の関係者の間で持続可能な観光に関する知識と実践を増やすこと

【参考】


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11

